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平
和
の
鳩
が
綾
た
れ
る
と
と
も
に
、
『
平
和
の
火
」
が
点
火
さ
れ
た

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
刊
年
目
。
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

全
国
各
地
で
戦
争
と
平
和
に
関
す
る
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
田
市
で

も
8
月
四
日
、
小
牧
山
な
ど
が
連
な
る
東
山
地
籍
で
『
戦
後
日
年
平
和
記
念

式
典
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
市
内
を

一
望
で
き
る
小
高
い
山
を
切

り
開
い
た
場
所
で
聞
か
れ
、
市
民
・
関
係
者

・
市
職
員
な
ど
、
お
お
ぜ
い
の

人
た
ち
が
参
加
。
戦
争
犠
牲
者
の
冥
福
と
世
界
平
和
を
祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
将
米
を
担
う
学
生
た
ち
の
寄
い
の
な
ロ
襲
、
そ
し
て
戦
争
体
験

者
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
、
真
の
平
和
な
世
界
の
実
現
を
祈
念
し
て
い
ま
し
た
。
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8
月
5
目
、
上
回
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
内
に
『
上
田
市
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
』
(
愛
称
H
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
)
が
待
望
の
オ
ー
プ
ン
、
連
日
、
お
お
ぜ
い
の
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
の

到
来
と
い
わ
れ
る
幻
世
紀
を
目
前
に
、
新
た
な
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
文
化
、
歴
史
、
産

業
な
ど
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
目
指
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、

8
月
5
日
の
開
館
、

6
B
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
中
か
ら
、
主
な
催
し
を
紹
介
し
ま
す
。

豆企』オーブン

信基地ヘ.ノ

ィア ・ 引 川 弘 抽
た画像をカレン鍾詰彊商圏

、』
パーチャリティー・トーナメントにはたくさんの子どもたちが参加。
仮想現実のゲームに人気が集まっTニ。
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1 8月5日 『メディアランドサ

21世紀の情報発

夢の

マ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
加
入
の
人
気
マ
ン
ガ
家
に
よ
る
サ
イ
ン
会
。

会場|メZifP三限明

• 

-石ノ森章太郎さんと、コンビュータ・3
xさん、ホT

る卜宅特派、白M

)対
j¥ミミも二、¥
プ

ン
グ
イ

ン

日本のマンガ家たちの、代表作の原画を一堂に会した大展覧会……題し

て fマンガルネッサンス展』を、メディアランドUE DA (上田市マルチ

メディア情報センター)で次のとおり開催します。

戦後50年、この間多くのマンガ家が登場。そして素敵なヒーロ一、ヒロ

インが畢生しました。その登場人物たちが織りなす慾喜こもごものストー

リーは、それまでの「小説」や「映画」とは異なった表現世界を創りあげ

てきました。

マンガは、小説のストーリー性、写真、映画のビジュアル性やカット割

など、他のメディアのさまざまな利点を生かしながら、まったく新しい表

現を確立したといえます。また現代のコンビュータソフトにおいても、マ

ンガは多方面で活用され、ますます中心的な役割を果たそうとしています。

この展覧会は、 180人のマンガ家たちの原画作品世界から、未来のデ

ジタルマンガを予見させる rSARUTOBiくん』までの作品を一堂に

集めて開催するものです。かつての「漫画jから世界へはばたく地球時代

の iMANGA]を、ぜひご覧くださL、。

~MANGAは世界の共通語~
入場料…一般・大学生 500門/高校・中学生 300内/小学生 100内

[3J 

デチケットは、メディアランドUEDA受付カウンターで、
会期中お求めください。

7 9. 広'.ラ;Ar.!7.



情報ペットの「慰霊祭」のご案内

大星斎場ペット火葬炉において火葬したペットと、上回

保健所で取り級った犬・ねこの慰霊祭を行います。

マとき 9月19日ω午後 3時30分マところ大星斎場

ペット慰霊碑前マ問い合わせ 上小飼犬管理対策協議会

、動物愛護会上小支部(t、ずれも上田保健所内・ft@7153)

催
し
盛
り
だ
く
さ
ん

創
造
館
ヘ
行
こ
う
/

••• 
-
古
代
体
験
を
し
て
み
よ
う
!

マ
と
き

9
月

9
日
出
午
前
9
時

叩
分

i
午
後
3
時
加
分
(
雨
天
の
場

合
は
中
止
)
マ
と
こ
ろ

い
に
し

え
の
丘
公
園
(
下
之
郷

・
リ
サ
ー
チ

パ
l
ク

内

)

マ

内
容

火
お
こ
し
、

ま
が
た
ま
づ
く
り
、
古
代
食
体
験

(
あ
わ

・
き
ぴ
も
ち
て
古
代
衣
の
試

着
、
古
代
人
の
衣
装
パ
ネ
ル
で
記
念

写
真
を
撮
ろ
う
・:
な

ど

マ

対
象

小

・
中
学
生
(
小
学
4
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
)

マ
参
加
料

ひ
と

り

2
0
0
円
(
当
日
会
場
で
受
け
付

け
)

園
星
空
観
望
会

マ
と
き

9
月
団
自
由
午
後
7
時

初
分

1
9時

(
7
時
加
分
ま
で
に
集

合

)

マ

参
加
料

無

料

マ

そ
の

他

雨
天

・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
説
明
。
小
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
で
来
場
く
だ
さ
い
。

-
春
陽
会
東
北
信
絵
画
展

マ
と
き

9
月
日
日
開
j
げ
日
価

午
前
9
時

i
午
後
4
時
加
分
(
最
終

日
は
4
時

)

マ

観
覧
料

無
料

-
日
本
水
彩
画
会
上
田
支
部
展

マ
と
き

9
月
お
日
ω

j幻
自
附

午
前
9
時

i
午
後
5
時
(
最
終
日
は

4
時

)

マ

観
覧
料

無
料

園
パ
ソ
コ
ン
教
室

(ワ
ー
プ
ロ
編
)

新
し
く
導
入
し
た

マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
専
属
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
パ
ソ

コ
ン

の
入
門
者
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

マ
と
き

9
月
幻
自
由

-
M
日
間

午
前
9
時

i
午
後
4
時

初

分

マ

対

象

上
小
地
域
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
凶
歳
以
上
の
人
別
名
(
先
着
順
)

マ
受
講
料

6
0
0
0
円

マ

申
し

込
み

9
月
日
日
制
御
午
前
9
時
よ
り

電
話
で
創
造
館
へ
(
包
@
1
1
1
1
)

ご
参
加
く
だ
さ
い
/

高
齢
者
健
康
の
集
い

••• 
「
暮
ら
し
生
き
い
き
健
康
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
、
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

9
月
ロ
日

ω午
前
日
時

叩
分
j
午
後
3
時

マ

と
こ
ろ

高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
内
容

①

体
育
指
導
員
に
よ
る
健
康
体
操
(
午

前
日
時
刊
分
j
)
手
ぬ
ぐ
い
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
②
講
演
「
お
年
寄
り

に
も
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

i
生
き

が
い
と
健
康
の

一
石
二
鳥
を
ね
ら
っ

て
」
講
師
・:
福
祉
教
育
研
究
所
主
宰
・

木
原
孝
久
さ
ん
(
午
後
l
時
叩
分

i
)

マ
交
通
の
ご
案
内

①
上
田
駅
発

セ
ン
タ
ー
行
き
:・
午
前
日
時
日
分
・

午
後
1
時
日
分
②
セ
ン
タ
ー
発
上

田
駅
行
き
:・
午
後
l
時

・
講
演
終
了

後
。
な
お
、
送
迎
パ
ス
福
寿
号
は
神

川
方
面
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
(
包
⑫

4
1
1
9
)

9月も催しがいっぱい

「
上
田
矯
正
展
」
ヘ
/

展
示
販
売
も
し
ま
す

••• 
受
刑
者
の
勤
労
精
神
の
養
成
と
職

業
能
力
の
付
与
な
ど
を
目
的
と
し
た
、

刑
務
作
業
に
よ
る
製
品
の
展
示
即
売

と
、
矯
正
関
係
資
料
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

マ
と
き

9
月
7
日
附

i
u
日

ω

午
前
日
時

i
午
後
7
時

マ

と
こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
上
回
庖
マ
展
示
販
売

品
目

家
具

・
靴

・
味
噌
・
し
よ
う

ゆ
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

長
野
刑

務
所

(8
0
2
6
2
@
1
1
1
4
)

森
と
遊
び
ま
し
ょ
う

「
親
子
森
林
教
室
」
ヘ

[4) 7 

••• 
マ
と
き

9
月

9
日
出
午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時

マ

と
こ
ろ

太
郎

山

マ

内
容

自
然
観
察

・
太
郎
山

登
山

・
大
声
大
会

マ
募
集
定
員

印
名
(
親
子
同
伴
)

マ

参
加
料

無

料

マ

持
ち
物

昼
食
、
登
山
可

能
な
服
装
、

雨
具

マ

申
し
込
み

9
月

6
日
附
ま
で
に
上
小
地
方
事
務

所
林
務
課
へ
(
宮
@

7
1
3
8
)

園
利
引
引
川
引
州
一

司
週

一
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
-

;' 
'
E一生
活
環
焼
諜
(
内
線

1
3
9
一

圏
一ー…
-mf唱直
f
i
-
-一

9. 広報うえだ7.

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

(
A型
・
B
迎
。

マ
女
児
衣
類

(
2
歳
以
上
)

マ
冷
蔵
庫
マ

C
D
ラ
ヅ
カ
セ

マ
エ
ア
コ
ン
マ
自
転
車
(
凶

1

お
イ
ン
チ
)
マ
都
市
ガ
ス
周
湯

わ
か
し
器
マ
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
周

レ
ン
ジ
マ
ソ
フ
ァ

マ

応
援
セ
ッ

ト
マ
つ
け
も
の
用
か
め

マ
卓

球
台
マ
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器

マ
ベ
ル
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ

l

マ

ワ
ー
プ
ロ



長野大学後期講座Zfzrせ9iZ122A学習センター

(fi@0007) 
-中国語講座(北京語)

定員 E著書E臼穏

初級 20名
10/ 1 2~1/18の毎週木曜目

18:30~ 20:00 

中級 20名
lO/14~V20の毎週土曜自

13:30~ 15:00 
会舘 15名 10/14~V20の毎週土曙自

15:30~ 17:00 

.連続誘座

講座名 ・テーマ 定員 E葺覇軍日・時間

《教養宮書庫》 10/17-12/26 
こと11:1二陣容を 20名 の毎週火帰国

もつ人々 18:30-20:00 
《情報講座》 10/14-12/16 

コンピュータプロ 10名 の毎週土曜日
グラミング入門 13:00-16:30 

(主催者の都合により変更する場合があります)

。@0762.二の丸'-2市民会館

7000円・センター愛録料 (1000円) ・テキス ト代

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

「叩
月
開
講
講
座
」
ヘ

••• 
マ
対
象

市
内
に
在
住
か
市
内
事

業
所
に
勤
務
の
却
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
マ
申
し
込
み

9
月
日
日
聞

か
ら
9
月
U
日
附
ま
で
に
、
青
少
年

ホ
l
ム
(
宮
⑫
7
1
1
7
)
へ
受
講

料
を
添
え
て
ど
う
ぞ
(
先
着
順
)
。

マ受講料

fi@0760 .材木町1-2-3文化会館

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
受
け
付

け
時
間
は
午
後
ロ
時
加
分

1
9
時

(
日
曜
祝
日
は
休
館
)

マ
受
講
料

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
:
1
0
3
0
円、

木
彫
り
教
室
・
:
1
2
3
0
円
、
そ
の

他
の
教
室
・
:
2
0
6
0
円
、
他
に
利

用
者
協
議
会
費
5
0
0
円

講座名 曜日 期間 回数 定員

木彫り教室 月 10/2-12/18 12回 12人

茶道教室(裏千家)月 10/2-3月中旬20回 13人

生11花教室(草月)火 10/3-3月中旬20回 18人

初心者パソコン教室 水 10/4 - 12/6 10田 10人

生け花教室(古獄棚 水 10/4-3月中旬20回 18人

生11花教室(池tJi)木 10/5-3月中旬羽田 18人

.10月開講講座

-よ田原1640上回創造館

l 側浅間テクノポリス10 I 
| 開発機構l自}I 
lサイエンス教室 (簿演会)

月日 催 し 時間 入場法 問い合わせ

9/10 
民認舞踏発表会 9:30 無料

近藤社中
1日l @1 674 

17 
JAフ ヱ スT イ J~Jレ

l自} {書道 ・図画展表彰式 10:00 無料 @8 080 
-綴り大会〉

23 第10図上回東高校
14:00 無料 @o 1 0 1 

1主主 吹奏楽1既定期演奏会

9/10 
9:30 無料

舞楽会
舞楽会発表会

193804 IBI 

13 
文化会館10周年記念

18:30 有料 中央公民60 劃劇団ドラッ ク @O 7 付Q
fピドリチカ~音のごちそうJ

15 よ回市少年少女合唱団
14:00 有料 ⑫3 0 3 8 ω 定期演奏会

17 「童鱈・唱歌を愛する会J 13:30 無料 @0845 
(日} B周年官E念~お結と歌~

うえだ市民ふれあい広場

-
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す

活動時聞は、午後 6時30分-8時30分

クラブ名 曜日 時間 会場

バドミントン 月 19:00-勤労者体育センター

バレーポール 水 19:30- 市民体育館

水 泳 71< 19:00- アクアプヲザ上回

卓 球 火・金 19:00- 膏少年ホーム

空 手 71<・土 18:30- /1 

社 父 ダ ン ス 火 19:00- /1 

上田市民吹奏楽団 月・土 19:00- /1 

葵 会 話 月 20:00- /1 

和 裁 火 18:30- /1 

マ ンドリン 木 19:30- /1 

琴 木 18・30- /1 

クラブ員-青少年ホーム

「

9
月
刊
日
」
は
全
国

下
水
道
促
進
デ

i
/

••• 
日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
利
用
し
て
い

る
下
水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
が
衛
生

的
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切

な
公
共
施
設
で
す
。

上
田
市
の
公
共
下
水
道
は
、
昭
和

U
年
7
月
に
供
用
開
始
を
し
ま
し
た
。

現
在
約
3
万
6
千
人
の
か
た
が
た
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
5
期
工
事
区
域
の
受
読
者
の
皆

様
に
は
今
年
度
か
ら
受
益
者
負
担
金

の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
別
所
温
泉
地
区

(
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
)
は
今
年
ロ
月
に

供
用
開
始
の
予
定
で
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
下
水
道
促
進
デ
1
に
合

わ
せ
て

9
月
1
日
働
か
ら
9
月
比
日

附
ま
で

「
下
水
道
な
ん
で
も
相
談
所
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日

本
下
水
道
協
会
で
は

「
い
ろ
い
ろ
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。下

水
道
本
管
埋
設
工
事
中
は
、
長

期
間
に
わ
た
り
通
行
止
め
や
、
片
側

通
行
と
な
り
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
下
水
道
整

備
促
進
の
た
め
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課

(
内
線
1
5
3
5
・1
5
3
6
)話定

。
、へ
齢
軍

年

道

、九
氷

年
下

泊
Z
'
a
白、

/
で

陪
山
本
品

学
倒閣

業
姻

蹄
輔

2、B
H

名

門
氏
仏

師
臥

れ
を

ぞ

号
れ
番

そ

-下水道いろいろコンクール(日本下水道協会)

資格 規絡

B4-A2事1I以内小学4年生

ポスター1]1・中学生 以上はr9月10日全国下水道

促進デー」の文字をいれる

作文 小・中学生
小学生・・・ωo字-1600字、
中学生・・・1600-2000字

担E犠 事Il~良なし 官製はがき 1枚に作品1点

写真 制限なし
キャビネ~四つ切り。自作
未発衰のもの

マ申し込み期限 9月29日ω
企画課(内線 12 2 8) 県民手帳予約受け付け中ZZR合5T

7 9. 広報うえ定7.[5 ) 



-情報テーブル・

県営住宅の入居者募集
マ受け付け期間 9 ) J 1川幽から 9月11円(月)まで

(J羽田j巾に応募のなかった作'告は、引き続き受け付

けします) マ問い合わせ 七小地方事務所建築課

(ft@7143) 

戦後50年講座「戦争とうえだj最終回

『平和への想いJ半田孝淳さん(常楽寺住職)

マとき 9月16日(土)午後21時~ マところ 中央

公民館マ問い合わせ 中央公民館 (宮⑫o7 6 0) 

※公開講座ですので、多くの特さんのご参加を/

第4
上自市都市景観賞を募集します

回

生け題等の年数を必要とするものは完成年度にこ

だわりません。なお、第3伺までの都市景観賞の

受'且・施設は対象外です。 マ応募(推薦)の方法

自薦、他薦は問いません。所定の応募(推薦)

m紙[市役所建築指導課に用意〕に必要事項を記

入し、建築指導課まで郵送または持参してくださ

い。 マ応募(推薦)期限 10月9日開)まで(当

日消印有効}マ審査・選考 上田市景観審議会で

審査・選考します。 マ表彰 建築主等に対して

iは賞状および銘板を、設

計者、施工者、団体等に

対しては賞状を贈ります。

表彰式は11月を予定して

います。

マ問い合わせ 建築指

揮諜(内線1585)

Fでは7月から景観条例を施行しています。

10月4日は都市景観の日ですが、これにあわせ

「第4回都市景観賞」を募集します。

わたしたちひとりひとりがまちづくりに参加し、

紐築物などの新改築時や日常生活の中でのちょっ

とした工夫や配慮により、美しいまち並みを創り

あげることができます。

上田市都市景観賞は、こうした工夫や配慮がな

され、まちづくりに貢献している建築物等の諸施

設や個人、団体を表彰し、その奨励と良好な都市

景観を普及していきます3 ゾ

マ対象 市内で過去5年以内に新築または改築

された建築物、工作物、広件物、生け垣、まち並

み、道路、公園、河川などで最観、企画、設計、

施工などが優秀なものまたは優れた都市景観の形

成に顕著な功績のあった間体または個人。ただし、

広
告
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
一
分

野
で
が
業
活
動
に
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
ま
た
行
板
等
は
脇
市
の

活
力
・
に
ぎ
わ
い
を
ぶ
し
ま
す
。

反
面
、
日
い
に

H
t
と
う
と
大
き

さ
や
色
・
形
な
ど
で
競
争
し
合
い

あ
ふ
れ
る
ば
か
り
に
多
く
な
り
、

『
視
覚
的
な
騒
音
』
と
な
っ
て
法

制
限
上
の
問
題
点
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

業
界
だ
け
で
な
く
発
注
者
、
住

民
、
公
共
を

A

包
め
て
広
告
・
者
仮
が

上
問
市
の
M
M
観
を
影
る
魅
力
の

一

つ
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ

る
よ
う
必
り
え
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
野
立
百
板
、
広
告
峰
、

壁
面
広
告
物
の
大
き
さ
、
色
、
デ

ザ
イ
ン
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

え
た-

9
月
叩
日
か
ら
屋
外

圃
広
告
物
適
正
化
旬
間

長
野
山
以
外
広
告
物
条
例
に
よ

り
、
川
柱
、
道
路
線
晶
、
じ
れ
雄
、

公
衆
浴
品
ポ

γ
ク
ス
、
街
路
樹
等

に
は
、
広
告
物
の
制
均
一
小
は
で
き
ま

せ
ん
。期

間
中
、
こ
れ
ら
の
広
告
物
表

示
禁
止
物
件
の
一
斉
点
検
を
景
観

サ
ボ

l
タ
i
、
関
係
団
体
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
実
施
し
、
違
反
は

り
紙
、
は
り
札
や
立

η似
の
除
去

作
業
を
行
い
ま
す
。

マ
期

間

十
ν川
川

ω日
剛

(
H.外

広
告
物
の
け
〉
か
ら

9
月
凶

nω

ま
で
の
叩
臼
間
マ
問
い
合
わ
せ

鐙
築
指
導
課
(
内
線
1
5
8
5
)

-
次
の
も
の
に
は
広
告
の
表
示
は
で
き
ま
せ
ん

且図画

圏
山一圏
m

軍

駐
軍
圏
"

函
…
圃
m

…届…
圃
電信・樹鶴!J1t(岨り
嵐、1:リ札立署優〉

団 園
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ボーイスカウト

上回第 5団の隊員募集
ボーイスカウト上回第5団(千曲川右岸地区)

隊員を募集します。

マ募集州、学1年生…10人、小学2年生以上…若干名 マ

申し込み期限 9月9日仕} マ説明会 9月10日(日)午前10時

(中央公民館) マ問い合わせ 青少年諜(内線5132)

では、

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

信
州
上
小
森
林
組
合

広
域
合
併
し
て
発
足

••• 
上
小
管
内
一
円
の
森
林
組
合
が
広

域
合
併
し
た
信
州
上
小
森
林
組
合
が

8
月
l
日
発
足
、
県
下
最
大
級
規
模

の
新
森
林
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。

森
林
は
木
材
生
産
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
国
土
の
保
全
、
環
境
保
全
、
水

資
源
か
ん
養
等
、
多
面
的
な
公
接
的

機
能
を
備
え
、
そ
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
林
業
そ

の
も
の
の
現
況
は
山
村
の
高
齢
化
、

木
材
不
況
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
と
も
す
れ
ば
森
林
が
放
置

下
本
郷

五

加
秋

和

上
本
郷

金

井

上
常
国

下
室
賀

川

原
岩

下
下
境
尻

野

竹

横

町
下

郷
仁
・
古
田

中
士
口
回

新

悶

鎌

原

中
常
国

分

去

さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
今
回
の
広
域
合
併
は
、
地
域

の
林
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
新
た
な
出
発

で
あ
り
、
地
域
林
業
の
総
合
的
な
担

い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
農
林
課
(
内
線
1

4
5
7
)
、
信
州
上
小
森
林
組
合
本

所
(
宮
⑫
3
7
0
3
)

「
国
保
」
の
保
険
証
が

叩
月
か
ら
新
し
く
/

••• 
現
在
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

は
9
月
初
日
出
で
育
矧
期
限
が
切
れ
、

回

一

宮

沢

正

男

上

沢

町

山

川

北

山

清

知

三

好

町

町

田
一
金
井
良
子
み
す
ず
台
北

ω
一

高

見

湾

文

子

川

辺

町

創

刊
一
倉
本
波
江
み
す
ず
台
北
剖
υ

唐

木

閉

茂

五

加

日

回

一

宮

崎

町

け

さ

を

小

泉

船

一

絵

潔

律

子

御

所

引

制

二

容

原

静

江

材

木

町

回

一

手

塚

幹

生

神

畑

叩

幻

一

小

林

文

子

商

脇

河

一

沌

潔

義

一

よ

室

賀

回

目
別
二
階
潔
光
子
大
手
町

η
・

土

屋

重

義

川

辺

町

田

川U

一

小

林

利

夫

諏

訪

形

河

口

小

山

巌

新

聞

邸

師

二

審

原

道

貞

院

内

河

口

-

宮

原

要

治

長

島

付

随

一

仁

木

恒

伊

勢

山

制

い

沌

沢

健

之

助

大

久

保

持

間

二

費

藤

と

み

山

口

組

一

宮

下

け

さ

と

下

之

郷

剖

随

一

清

水

貞

下

之

郷

叩

い

久

保

井

ま

さ

よ

笹

井

m
M

n
二
潟
水
消
ニ

馬

場

町

白

い

高

橋

正

二

蛇

沢

日

刊

…

山

崎

な

か

下

川

原

柳

町

出

…

大

島

ト

キ

神

畑

邸

制

一

北

海

美

さ

ほ

八

木

沢

部

一
阿

部

久

夫

鍛

冶

町

η

問

一

問

中

も

と

ゐ

朝

日

ケ

丘

邸

ぃ

問

中

官

民

新

屋

郎

白

山

一

河

商

繁

城

北

∞

∞

二

苅

・

木

則

夫

奈

良

尾

川

明

飢

一

山

岸

英

夫

保

野

初

一

竹

下

八

十

一

大

屋

均

的

一

太

田

忠

雄

国

分

仰

い

堀

内

は

る

の

中

古

口

回

前

2 
~ 

佐
藤
消
蚤

甲
田
尚
子

中
島
伊
市

(
7
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)
・
喜
多
尾
英
次

絞

弁

よ

志

子

神

畑

前

一

中

村

貞

義

中
浮
申
仙
沼
南
天
神
町
制
一
伊
藤
い
さ
を

池

固

ま

さ

よ

野

倉

邸

…

小

山

千

箆

片

桐

元

新

聞

幻

一

小

山

直

彦

山

本

の

ぶ

長

島

問

卯

一

長

谷

川

政

子

竹
内
秀
雄
下
紺
屋
町
問
一
篠
原
千
巻

三

浦

市

太

郎

舞

関

前

一
中
曽
根
鹿
子

堂
谷
内
袈
裟
五
郎
上
沢
制
…
松
木
久
子

町

田

久

綴

桜

台

随

一

上

原

正

一

小

山

純

下

室

質

問

削

一

森

原

嘉

蚤

宮

島

ち

か

い

川

辺

町

回

一
一
堀
江
新

大
森
三
代

子

間

町

η
一
大
熊
信
太
郎

一
長
越
み
き
の
よ
塩
尻

ω
一

小

湾

均

前

沢

育

校

諏

訪

形

U
…
金
沢
輿
四
郎

中

村

キ

ヨ

ジ

下

之

条

邸

い

三
浦

勇

線マ処:の;月新 10
1間分:保U4さ月
3いしi険i日れ 1
6合てj証i以ま日
7 わくれまj降すか
) せだ~ '~に。ら

さj各j郵新新
国いi自i送しし
保 0¥責iしいい
年 任iま保保
金 をjす険険
課もj。証証
( つi現{はに
内てi在~ 9更

9
月
9
日
は
救
急
の
日

正
し
い
知
識
と
認
識
を

••• 
9
月

9
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

病
気
や
交
通
事
故
等
で
、
尊
い
命

を
な
く
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
そ
ば
に
い
る
人
は
何
を

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
患
者
さ

ん
は
、
一
刻
も
早
い
手
当
て
を
待
っ

て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め

に
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時

間
(
平
均
約
5
分
間
)
、
そ
ば
に
い

)

.
お
盆
明
け
の
8
月
叩
自
の
夜
、
よ

偽

記
J

田
械
の
櫓
門
の
前
で
、
「
邦
楽
に
よ

刷

後

」
る
叙
情
詩

・
真
夏
の
夜
の
夢
川
上
回

f
l¥
械
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
た
。
か
が
り
火
が
た
か
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
繕
を
パ
ッ
ク
に
行
わ
れ
た
演
奏
は
、
邦

楽
に
あ
ま
り
興
味
の
な
い
私
で
さ
え
も
引
き
込

ま
れ
「
幽
玄
の
世
界
」
の
雰
囲
気
を
満
喫
し
た
。

さ
て
、

8
月
5
8
に
は
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U

E
D
A
が
オ
ー
プ
ン
し
、
時
代
の
最
先
端
「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
妓
衡
を
駆
使
し
た
、
情
報
発

信
や
人
材
育
成
の
織
と
し
て
帽
期
待
さ
れ
て
い
る
。

長
い
歴
史
を
も
っ
上
回
に
、
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
た
新
し
い
技
術
。
ど
ん
な
花
が
咲
く
か
、

と
て
も
楽
し
み
だ
。

(
た
な
か
)

b 

... 

‘1 ，. 

る
あ
な
た
の
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。

消
防
署
で
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

人
工
呼
吸
な
ど
の
応
急
手
当
の
講
習

会

(
3時
間
)
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
最
寄
り
の
消
防
署

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
そ
の
準
備
講
習
会

••• 
.
 危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
と
き
叩
月
幻
日
冊

マ
と
こ

ろ

市

内

(
会
場
は
後
日
通
知
)

マ
申
し
込
み

9
月
7
日
同

i
四
日

開
マ
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予

防
諜
(
岱
⑫
0
1
1
9
)
、
地
方
事

務
所
総
務
課
(
包
⑫
1
2
6
0
)

-
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

マ
と

き

叩

月

5
日
附

マ
と
こ

ろ

市

民

会

館

マ
申
し
込
み

9

月
7
日
附

i
m
日
側
マ
参
加
費

有
料
マ
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部

予
防
課
(
岱
⑧
0
1
1
9
)

-
こ
の
広
報
紙
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
に
は
、
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
っ
て
い
る

(
残
暑

が
厳
し
か
っ
た
り
し
て
)
か
も
し
れ
な
い
。
夏

も
終
り
か
と
思
う
と
、
な
ん
と
な
く
寂
し
い
気

が
す
る
。
梅
雨
の
長
雨
の
一』
ろ
は
、
夏
ま
で
ζ

ん
な
調
子
か
な
ァ
と
、
巻
で
も
話
題
に
な
っ
た

ほ
ど
。
と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
ご
承
知
の
通
り

の
連
日
の
暑
さ
。
で
も
、
こ
の
季
節
が
大
好
き

な
せ
い
か
、
ど
ん
な
に
暑
く
て
も
苦
に
は
な
ら

な
か
っ
た
(
汗
は
人
一
倍
か
き
ま
す
が
;
・
)
。

夏
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、
置
円
い
空
と
海
、

灼
熱
の
太
陽
、
さ
わ
や
か
な
風
の
中
で
、
額
に

汗
、
片
手
に
缶
ビ
ー
ル
・
:
?
。
来
年
の
夏
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
時
、
そ
ん
な
場
所
で
ビ
ー

ル
を
飲
み
た
い
と
思
う
。

(

に
し
ざ
わ
)
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-石合結えくん
(6.・大久保)

事あや

咲綾ちゃん
日銀}

『この夏l孟二人{中よく

プールで遊び、まっ黒に

日焼けしましたJ と、母
ののり予さん。

保健 診tt
健康推進課(内線1626)

盲目せき・ジフテリア・破傷風

.三種混合予防接種集団接種

2回目以降を別表のとおり行います。 1期初回の 1
回目を受けていないお子さんも、 3-8週間の間隔で

受けましょう。 l回目と 2回目が規定どおりに接穂で

きていれば 3回目は 2回目の後、 6か月以内ならよい

ので、 平成8年の 1月-3月に実施予定の集団接種で

も受けられます。

マ受付時間 午後 111寺30分から 2時20分まで マ持

ち物 母子健康手帳 マ注意事項 会場で体温の測定

と予診票の記入をします。治療中の病気や経過をみて

いることがある場合には、主治医に前もっ て相談し、

診断書または意見事をもらってください。(当日、接

種医が参考にして接種の可否を決めるので、接種でき

ない場合もあります)

圃予防接穂Q&A

Q. 三種混合の副反応は 7

A.接種部位の発赤、腫脹、しこりなど。普通2-3
日で特別な処置をしなくても良いですが、腫れが強

く、熱をもっている ときは、冷湿布をするか医師に

相談しましょう。

会場

よ野が丘公民館

上野が丘公民館

保健センタ ー

.三種混合予防嬢種目程表

9月22日ti:lll0月27日IfIJI西部

中塩回9月228rtllll月8日制|
別所

対象地区

北部{上総11町・愛宕町・
9月26日ω111月7日(九ITJJ草山・新国・山口・上鷹山・

1 1柳町}

1 1川西
9月26臼ω11月7日ω|泉回(吉田 ・福岡)

I ， )11辺(築士自・東集地〉

東t毎回10月3目的 11月21日内
----!-一 一 西海国

10月4自体1111月148ω|

神科(自住居量・舵沢・会弁・長

島・大久保・金剛寺)

.殿(林之郷・下郷・岩清

水・矢沢・赤板・漆戸〉

塩尻
10月4日劇いlJ!21日制|中央

南部

在宅寝たきり老人

・結核レントゲン検診

結核レントゲン検診を受ける機会の少ない、 在宅の

寝たきりのかたの検診を次により 行います。希望する

かたは申し込みください。

マ撮影期間 10・11月の 2か月間 マ対象者 65歳
以上の在宅で寝たきりのお年寄り マ検査内容 エッ

クス線直接撮影と|確たん検査 マ検査方法希望者宅

を訪問し、上回保健所の診療放射線技師が、 ポータプ

ル撮影機にて検査 マ検査料無料 マ申し込み 9 
月29日働までに健康推進課 (内線 16 2 8)へ屯話で

申し込んでくださし、。

-お年寄りの{まttにつL、ての相談会

マとき 9月11日(月)午前9時30分~午後 3時30分
マところ 高齢者福祉センタ ー マ相談担当者 国立

小諸療養所・堀内静子さん マ相談料無料 マ申し

込み 伺人相談で予約制です。相談を希望されるかた

は、 9月 8日幽までに申し込んでくださ L、。 マ定員

5人(定員になり次第受け付けを締め切ります〉

マ問い合わせ 高齢者福祉センター (岱⑫ 41 1 9) 

広寂ラ;Æ~7. 9. 1 [8] 
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